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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方

に
は
、
新
た
な
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

令
和
二
年
、
子
年
で
す
、
新
た
な
一
年
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
で
も
あ

り
、
国
中
が
活
気
溢
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

村
上
学
園
で
は
、
昨
年
以
上
に
個
々
の
所
属
は
勿
論

の
こ
と
、
学
園
一
体
と
な
っ
た
教
育
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
に
よ
り
、
在
籍
す
る
全
て
の
人
達
（
学
生
～

園
児
）
の
教
育
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

～
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
～ 

 

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
学
園
全
体
で
新

た
な
イ
ベ
ン
ト
（
村
上
学
園
合
同
フ
ェ
ス
タ
）
に
取

り
組
め
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
村
上
学
園
を
考
え

る
上
で
大
き
な
一
歩
と
な
り
得
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
村
上
学
園
合
同
フ
ェ
ス
タ
や
入
試
広
報

担
当
者
会
議
の
よ
う
に
、
所
属
を
横
断
し
て
定
期
的

に
会
議
を
持
ち
、
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
て

い
く
作
業
を
行
っ
た
り
、
互
い
に
情
報
交
換
し
各
所

属
の
活
動
に
活
か
す
活
動
を
と
お
し
、
学
園
関
係
者

が
学
園
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
育
む
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
は

さ
ら
に
学
園
の
結
束
を
高
め
、
互
い
の
顔
が
見
え
る

関
係
、
互
い
に
協
力
・
連
携
し
あ
え
る
関
係
を
一
層

強
固
に
し
て
い
け
た
ら
、
学
園
と
し
て
の
一
体
感
が

益
々
醸
成
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
幼

稚
園
・
両
高
校
・
短
期
大
学
部
・
大
学
の
連
携
・
協

働
を
推
進
し
、
園
児
・
生
徒
・
学
生
へ
の
教
育
活
動

の
充
実
へ
と
つ
な
が
り
、
成
果
も
上
が
る
一
年
に
な

る
と
確
信
し
ま
す
。 

～
年
末
年
始
様
々
な
活
動
・
行
事
を
実
施
～ 

 

年
末
年
始
に
か
け
て
、
各
校
園
で
は
多
様
な
行
事

を
開
催
し
た
り
、
外
部
機
関
と
連
携
し
た
活
動
に
参

加
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

①
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置 

 

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
本
学
園
で
は
東

大
阪
大
学
（
短
期
大
学
部
含
む
）
、
東
大
阪
大
学
敬

愛
高
等
学
校
の
学
生
や
生
徒
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
飾
り
つ
け
を
行
い
ま
し
た
。
東

大
阪
大
学
柏
原
高
等
学
校
で
も
、
柏
原
市
及
び
柏
原

市
商
工
会
の
支
援
に
よ
る
柏
原
市
の
特
産
品
で
あ
る

ぶ
ど
う
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（G
ra

p
e

 G
a

rd
e

n
 Illu

m
in

a
tio

n

）
の
設
置
を

行
っ
て
い
ま
す
。
と
も
に
夜
の
学
園
を
美
し
く
照
ら

し
出
し
て
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
是
非
ご
観
覧

く
だ
さ
い
。 

 

②
吹
奏
楽
部
演
奏
会
出
演(

東
大
阪
大
敬
愛
高
校)  

 

東
大
阪
大
学
敬
愛
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
は
、
一
二

月
二
一
日
（
土
）
、
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー 

 

      

 

 

ク
大
阪
鶴
見
で
開
催
さ
れ
た
城
東
工
科
高
校
の

演
奏
会
に
出
演
し
ま
し
た
。
三
階
プ
ラ
ザ
ス

テ
ー
ジ
に
お
い
て
、
「
宝
島
」
や
「
イ
ン
ザ

ム
ー
ド
」
「
パ
プ
リ
カ
」
「
小
さ
な
恋
の
う

た
」
な
ど
楽
し
く
盛

り
上
が
る
曲
を
演
奏

し
、
た
く
さ
ん
の
方

に
来
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
他
に
も
、
ク
リ

ス
マ
ス
ソ
ン
グ
や
ア
ニ

メ
ソ
ン
グ
も
披
露
し
子

供
た
ち
も
楽
し
そ
う
に

聴
い
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。  

  

③
冬
休
み
学
習
会
（
中
三
生
対
象
）
開
催 

 

東
大
阪
大
学
柏
原
高
等
学
校
で
は
一
二
月
二
五

日
、
東
大
阪
大
学
敬
愛
高
校
で
は
二
六
日
、
中
学
校

三
年
生
を
対
象
に
受
験
に
向
け
た
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
「
国
語
」
「
数
学
」
「
英
語
」
の
三
教
科

に
つ
い
て
、
受
験
に
向
け
た
学
習
の
方
法
や
要
点
な

ど
、
参
加
し
た
多
数
の
中
学
生
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に

受
講
し
て
い
ま
し
た
。 

 

受
講
生
の
不
安
な
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
が
、
授
業

を
終
え
る
と

す
っ
き
り
と
し

た
顔
を
し
て
い

ま
し
た
。
受
講

生
の
感
想
文
に

は
、
「
ど
の
先

生
も
わ
か
り
や

す
く
て
良
か
っ 

       

た
」
、
「
ぜ
ひ
入
学
し
た
い
」
「
先
生
の
教
え

方
が
う
ま
い
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。(

東
大
阪
大
学
敬
愛
高
校
ブ
ロ
グ
よ
り) 

④
「
伊
勢
徒
歩
旅
行
」
実
施(

中
面
参
照
） 

 

東
大
阪
大
学
柏
原
高
等
学
校
で
は
、
二
年
毎
に
実

施
し
て
い
る
「
伊
勢
徒
歩
旅
行
」(

今
号
で
紹
介)

。

昨
年
（
二
〇
一
九
年
）
は
そ
の
実
施
年
で
し
た
。
一

二
月
一
九
日
～
二
二
日
の

三
泊
四
日
で
、
東
大
阪
大

学
柏
原
高
等
学
校
か
ら
伊

勢
神
宮
（
内
宮
）
ま
で
の

一
三
〇
㎞
を
歩
き
ま
す
。

今
年
も
二
〇
名
の
生
徒
が

参
加
し
ま
し
た
。
互
い
に

励
ま
し
助
け
合
い
な
が

ら
、
見
事
、
全
員
完
歩
し

ま
し
た
。
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。 

 

⑤
第
三
回
桃
親
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催 

 

年
始
、
一
月
五
日(

日)

、
レ
イ
ク
フ
ォ
レ
ス
ト
リ

ゾ
ー
ト
（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
コ
ー
ス
）
に
お
い
て
、
学
園

関
係
の
教
職
員
・
卒
業
生
・
保
護
者
等
、
総
勢
二
八
名

（
七
組
）
の
参
加
者
で
、
第
三
回
桃
親
会
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
生
憎
の
冬
空
、
時
折
小
雨

が
ぱ
ら
つ
く
天
候
で
、
決
し
て
ゴ
ル
フ
日
和
と
は
言
え

な
い
気
象
状
況
。
し
か
し
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

元
気
い
っ
ぱ
い
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
コ
ン

ペ
の
結
果
（
一
～
三
位
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

優
勝
：
岸
田
光
正
（3

9

・3
6

 
7

5

） 

 

二
位
：
深
水
汎
代
（4

8

・5
1

 
9

9
) 

 

三
位
：
金
治
亮
介
（5

1

・5
0

 
1

0
1

）*

敬
称
略 

 

 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

次
回(
第
四
回)

は
、
三
月
八
日(

日) 
7

時4
5

分 

楠
・
樫
コ
ー
ス
同
時
ス
タ
ー
ト
（
集
合
：7

時2
0

分
）

の
予
定
で
す
。
学
園
関
係
者
の
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
（
桃
親
会
幹
事
一
同
） 

 

⑥
餅
つ
き
（
東
大
阪
大
学
附
属
幼
稚
園
） 

 

一
月
九
日
、
東
大
阪
大
学
附
属
幼
稚
園
で
は
後
援
会

保
護
者
の
方
々
の
協
力
で
餅
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。
年

少
組
さ
ん
も
自
分
で
杵
を
も
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
。 

 

お
も
ち
の
感
触
を
楽
し
み
、
味
を
堪
能
す
る
だ
け
で

な
く
、
お
顔
が
も
ち
と
り
粉
で
白
く
な
っ
た
り
と
『
お

も
ち
つ
き
』
な
ら
で
は
の
光

景
も
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し

た
。
機
械
（
炊
飯
釜
）
で
炊
き

上
げ
た
だ
け
で
も
お
い
し
い

お
も
ち
が
、
自
分
た
ち
の
手

で
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ

ら
に
お
い
し
く
格
別
の
味
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

  

⑦
「
東
大
阪
消
費
者
団
体
協
議
会
五
〇
周
年
記
念

式
典
参
加 

 

一
月
一
八
日
（
土
）
、
東
大
阪
大
学
附
属
幼
稚
園

の
年
長
組
さ
ん
が
；
昨
年
完
成
し
た
東
大
阪
市
の
文

化
創
造
館
で
開
催
さ
れ
た
『
東
大
阪
消
費
者
団
体
協

議
会
５
０
周
年
記
念
式
典
』
に
参
加
し
、
東
大
阪
大

学
丹
山
ゼ
ミ
生
と
コ
ラ
ボ
し
た
メ
ロ
デ
ィ
オ
ン
の
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
大
勢
の
参
加
者
の
前
で
立
派
な

演
奏
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

   

⑧
凧
あ
げ
（
東
大
阪
大
学
附
属
幼
稚
園
） 

 

冬
の
風
物
詩
「
凧
あ
げ
」
を
行
い
ま
し
た
。
年
長

組
さ
ん
は
、
学
園
内
の
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
か
け

凧
あ
げ
を
楽
し
み
ま
し
た
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

到
着
し
た
ら
、
揚
げ
る
ポ

イ
ン
ト
や
注
意
点
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
と
っ
て
も
上
手

に
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
し
た
。
喜

び
が
表
情
に
表
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
年

中
組
さ
ん
は
園
庭
で

凧
を
あ
げ
ま
し
た
。

走
っ
た
分
だ
け
あ

が
っ
て
い
く
凧
を
見

あ
げ
て
ご
満
悦
の
表

情
。
ス
ー
パ
ー
の
レ

ジ
袋
で
作
っ
て
い
ま

す
の
で
、
よ
け
れ
ば

お
家
で
も
作
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
こ
ん

な
素
敵
な
笑
顔
が
見

ら
れ
る
は
ず
で
す
。 

 
学
校
法
人 

村
上
学
園 

村
上
学
園N

E
W
S
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〇
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学生、生徒によるイルミネーション 

東
大
阪
大
柏
原
高
校
の
ブ
ド
ウ
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

伊勢神宮(内宮)到着、全員での記念写真 

冬休み受験集中講座の様子 

(東大阪大学敬愛高等学校) 

年
少
組
さ
ん
も
杵
を
持

ち
頑
張
り
ま
し
た 

☆紙面案内 

１面：明けましておめでとうご 

   ざいます 

２面：「あの人 この人③」 

   「あんしん」のたわごと 

３面：調理コース冬休みの課題 

   （東大阪大柏原高校） 

４面：特集 伊勢徒歩旅行① 

５面：特集 伊勢徒歩旅行② 

６面：村上学園 Art Gallery⑤ 

  ：編集後記 

演奏会出演の様子(三井ｱｳﾄﾚｯﾄﾊﾟｰｸ) 

学園グランドでの凧あげ(年長組) 園庭での凧あげ(年中組) 
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    ～ 井原教授のプロフィール ～ 

主な担当科目：流通政策論、マーケティング論 

  表現方法論 

専門分野 ：マーケティング論、食品流通学 

  経営戦略 

研究テーマ：環境マーケティング、アジアの食品 

  流通、六次産業化戦略研究 

論  文 ：東南アジアの発展過程における貧困層 

  の生活水準向上について 

      (日本大学農獣医学部 1984) 

  酒類販売業免許の緩和に伴う酒類メーカーの流 

  流通政策に関する研究 

 (日本大学大学院商学研究科 商学論業 2003） 

著  書 ：経営学検定公式テキスト（ｷｰﾜｰﾄﾞ集） 

 （経営能力開発センター（中央経済社） 2003 共著） 

  食商品学  (日本ﾌｰﾄﾞｽﾊﾟｼｬﾘｽﾄ協会(日本食料新聞 

      社) 2004 共著） 

  経営学検定公式テキスト(マーケティング編) 

(経営能力開発センター(中央経済社) 2004 共著) 

  ASIA －社会・経済・文化― 

         第3号 6次産業化活動と地域社会のブラン 

  ディング―少子高齢化社会と地域経済の活性化 

                     をめざしてー 

(東大阪大学アジアこども学科(編集・発行) 2016共著) 

社会的活動：中国日本商会（商工会議所）理事 

2008－2010 

  東大阪大学市民公開講座 

  『食品流通論から学ぶ-かしこい買物学から-』                                
2015年10月 

  製品開発セミナー講演（東大阪商工会議所） 

            2016年6月 

  ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ的思考とは～総ての結果には原因があ 

  る結果を逆算して今の行動を考えるには～ 

  International Society of Business 学会 副会 

      長2018年～ 

研究発表 ：Activity of “Sixth sector industriali 

    zation” (primary producers’Diversification   

into processing and distribution)And branding 

of the local community 

 (International Society of Business 学会にて  2017) 

所属学会等：日本フードサービス学会、 

      (財)日韓黒豆交流ネットワーク理事   

    International Society of Business 学会 

 

 

＊全ての現象（結果）には、原因があります。結

果を逆算して今の行動を考えることが、マーケ

ティング的思考です。学生諸君が、どのような 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業に就いても“使える武

器”を伝えていきます。 

（東大阪大学ＨＰより） 

 

 

 

      ～井原先生のコメント～ 

 

 私は、農村と都市を結ぶ食品流通を研究してい 

ます。 

 日本の農業就業人口も減少し、農業従事者の高 

齢化も進んでいる中、都市では食事さえ満足にで 

きない“子どもの貧困”という問題も顕在化して 

います。 

 そこで、農業を活性化して若者を農村に引き付 

け、都会の食品事業者と仕組みで連携し、さまざ 

まな社会問題を解決していきたいと思っていま 

す。 

 今後は、この研究をさらに深化させ、“誰も損 

をしないビジネス”と言われるソーシャルビジネ 

スを農村と都市の諸問題解決のキーとして発展さ 

せたいと思っています。 

 この研究が、誰もが社会に参加でき、働いた価 

値に相応の収入が得られる安定した社会の実現に 

資することを願っています。 

 

今
、
各
地
で
“
教
え
上
手
な
教
師
”
を
育
て
よ
う

と
す
る
教
師
塾
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
自
ら
の
指
導

力
を
高
め
た
い
と
願
う
教
師
で
ど
こ
も
盛
況
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
こ
れ
と
し
て
、
今
日
的
に
意
味
の
あ

る
取
り
組
み
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
（
東
京
大
学

出
身 

中
学
校
教
師 

プ
ロ
教
師
の
会 

河
上
亮
一 

 
 

教
師
の
た
め
の
研
修
組
織
（
親
学
な
ど
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
師
範
塾 

高
橋
史
朗
） 

 

し
か
し
、
私
は
や
は
り
教
師
の
指
導
力
は
、
日
々

の
具
体
的
な
実
践
を
通
し
て
こ
そ
、
育
つ
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
誰
も
が
求
め
て
、
し
ん
ど
い
こ
と
を
し

た
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
教
師
も
同
じ
で
、
出
来
る

こ
と
な
ら
研
究
授
業
な
ど
は
し
た
い
と
は
思
わ
な
い

の
が
普
通
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
で
も
、
こ
れ
で
は
教

師
と
し
て
の
成
長
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
気
風
が
漂
う
学
校
に
は
、
優
れ
た
教
師
は
育
た

な
い
で
し
ょ
う
。 

 

や
る
気
に
満
ち
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
教
師
の
集

団
、
う
ま
く
導
い
て
く
れ
る
優
れ
た
先
輩
の
い
る
学

校
で
こ
そ
、
素
晴
ら
し
い
生
徒
が
育
つ
の
で
あ
り
ま

す
。
教
師
は
低
い
と
こ
ろ
で
、
楽
そ
う
な
と
こ
ろ
で

歩
調
を
揃
え
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
高
い
と
こ
ろ
を

目
指
し
、
互
い
に
刺
激
し
合
い
、
腕
を
磨
き
合
う
気

風
を
校
内
に
醸
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

さ
て
、
私
は
二
〇
余
年
前
に
学
園
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
あ
た
か
も
村
上
学
園
創
立
五
〇
周
年
記

念
大
会
の
年
で
あ
り
ま
す
。
大
会
の
壮
大
さ
に
驚
き

と
と
も
に
私
学
な
れ
ば
こ
そ
の
催
し
に
び
っ
く
り
致

し
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
一
転
し
て
、
今
日
少
子
化

と
と
も
に
ま
こ
と
に
厳
し
い
学
園
経
営
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
時
が
到
来
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
も
ま

た
、
私
学
の
持
つ
厳
粛
な
事
態
で
あ
り
ま
す
。
今
、

変
わ
ら
な
け
れ
ば
学
園
の
未
来
は
な
い
と
い
う
現
実

に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
学
園
を
ど
の

方
向
に
歩
み
を
進
め
る
か
、
い
つ
に
懸
か
っ
て
私
た

ち
管
理
職
の
責
務
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
ま
す
。 

 

私
の
一
方
的
な
思
い
で
あ
り
ま
す
が
、
学
園
の

リ
ー
ダ
ー
ス
タ
ッ
フ
が
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
元
気
あ

る
充
実
し
た
大
学
。
両
高
校
・
幼
稚
園
に
と
い
う
活

路
を
見
出
さ
れ
よ
う
と
い
う
姿
を
感
じ
取
っ
て
い
ま

す
。 

 

こ
の
逸
機
を
逃
す
こ
と
な
く
、
私
た
ち
が
先
頭
に

立
つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
先
生
一
人

ひ
と
り
が
規
矩
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
受
け
身
で
は

な
く
、
こ
の
難
局
の
打
開
に
向
け
、
信
念
を
し
っ
か

り
と
持
ち
、
教
育
活
動
を
進
め
る
べ
き
で
あ
り
ま

す
。
故
大
村
は
ま
先
生
の
著
書
「
灯
し
続
け
る
こ

と
」
の
中
で
「
い
か
に
言
い
訳
し
て
も
、
子
ど
も
が

ダ
メ
な
の
は
教
師
の
不
始
末
に
よ
る
も
の
で
す
」
き

び
し
い
で
す
。
故
に
、
教
師
は
尊
敬
さ
れ
て
い
い
仕

事
で
あ
り
ま
す
。 

～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
（
仮
称
）
発
足
～ 

 
一
月
二
二
日(

水
）
、
所
属
を
横
断
す
る
新
た
な
組

織
と
し
て
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
」
が
発
足

し
ま
し
た
。
情
報
通
信
社
会
は
４
Ｇ
か
ら
５
Ｇ
（
第

５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
）
の
時
代
に
移
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
」
「
Ａ
Ｉ
」
「
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
ー
」
等
の
情
報
通
信
技
術
は
、
「
ド
ロ
ー

ン
」
や
「
Ａ
Ｉ
家
電
」
「
自
動
車
の
自
動
走
行
」

等
々
、
日
々
進
化
を
遂
げ
生
活
の
中
に
活
か
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
近
い
将
来
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
定

型
的
単
純
な
業
務
は
機
械
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
、
人

は
、
創
造
性
・
協
調
性
が
必
要
な
業
務
や
非
定
型
な

業
務
を
行
う
よ
う
雇
用
環
境
の
変
化
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
を
生
き
る
た
め
の
力
（
例
え

ば
「
読
解
力
」
「
対
話
力
」
「
科
学
的
思
考
力
」

「
問
題
解
決
能
力
」
「
創
造
性
」
「
好
奇
心
」
「
探

求
心
」
等
） 

を
育
成
す
る
た
め
に
、
子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
在
り
方

や
そ
の
推
進
の
た
め
の
環
境
整
備
に
向
け
た
議
論
を

展
開
し
、
村
上
学
園
と
し
て
の
方
向
性
を
考
え
る
場

と
し
て
、
各
所
属
よ
り
推
薦
を
受
け
た
委
員
に
よ
る

委
員
会
（
座
長
：
東
大
阪
大
学
短
期
大
学
部
実
践
食

物
学
科 

教
授 

源 

伸
介 

先
生
）
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
推
進
委
員
の
皆
様
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の

議
論
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
を
使
い
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
教
育

活
動
を
展
開
す
る
の
か
、
学
校
事
務
（
校
務
）
の
効

率
化
を
含
め
教
育
の
在
り
方
や
指
導
法
、
そ
の
た
め

の
授
業
研
究
活
動
に
ま
で
掘
り
下
げ
て
議
論
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
高
等
教
育
、
研
究
機
関

と
し
て
の
大
学
の
資
源
を
有
効
活
用
し 

学
園
の
総
力

を
集
め
、
「
村
上
学
園
に
集
う
全
て
の
子
ど
も
（
学

生
含
む
）
を
誰
一
人
と
り
残
す
こ
と
の
な
い
学
び
と

は
？
」
を
実
現
で
き
る
よ
う
研
究
を
推
進
す
る
母
体

に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

＊

Ｉ

Ｃ

Ｔ
：
（In

fo
rm

a
tio

n
 

a
n

d
 

C
o
m

m
u

n
ic

a
tio

n
 

T
e
c
h

n
o
lo

g
y

（
情
報
通
信
技
術
）
の
略
称
。
情
報
や
通
信
に

関
連
す
る
科
学
技
術
の
総
称
。
特
に
、
電
気
、
電
子
、

磁
気
、
電
磁
波
な
ど
の
物
理
現
象
や
法
則
を
応
用
し
た

機
械
や
器
具
を
用
い
て
情
報
を
保
存
、
加
工
、
伝
送
す

る
技
術
の
こ
と
。 

＊
Ｉ
ｏ
Ｔ
：
（In

te
rn

e
t 

o
f 

T
h

in
g
s
 

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
情
報
・
通
信
機
器
だ

け
で
な
く
、
世
の
中
に
存
在
す
る
様
々
な
物
体
（
モ

ノ
）
に
通
信
機
能
を
持
た
せ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
し
た
り
相
互
に
通
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動
認
識

や
自
動
制
御
、
遠
隔
計
測
な
ど
を
行
う
こ
と
。 

＊
Ａ
Ｉ
：
（A

rtific
ia

l In
te

llig
e

n
c

e
 

人
工
知
能
）
人
間

に
し
か
で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
高
度
に
知
的
な
作
業
や

判
断
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
中
心
と
す
る
人
工
的
な
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
行
え
る
よ
う
に
し
た
も
の
。 

（
Ｉ
Ｔ
用
語
辞
典 

ｅ-

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
よ
り
） 

 村上学園に在籍する人物紹介欄、「あの人 この人 ③」は、東大阪大学こども学部 アジア

こども学科教授 井原幸治（いはらこうじ）先生です。先生は、異文化交流室長、入試広報部長の

要職に就任しておられ、特に入試広報の業務に関して専門のマーケティングや経営の視点から取

り組まれています。 

アジアこども学科 

教授 井原幸治 先生 
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大
和
高
田 

第15回 （12/19 ～ 22） 

 東大阪大柏原高校 ⇨ 伊勢神宮（内宮） 東
大
阪
大
学 

 
 

 

柏
原
高
等
学
校 

1日目：榛原美榛苑 

桜
井 

道の駅 宇陀路室生 

名
張 

国
道1

6
5

号(

初
瀬
街
道)  

二上山 

橿
原 

橿原神宮 

⛩ 

⛩ 

大神神社 

卍 

香落渓 

卍 

長谷寺 

葛城山 

金剛山 

石
川 

大和川 

室生寺 

竹
内(

た
け
の
う
ち)

街
道
の
概
要 

 

西
暦
六
一
三
年
、
難
波
か
ら
飛
鳥
の
都
ま

で
大
き
な
道
を
作
っ
た
と
日
本
書
紀
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
古
か
ら
続
く
こ
の
道
は
様
々

な
役
割
を
果
た
し
て
来
ま
し
た
。 

・
旧
石
器
時
代
、
石
器
の
材
料
と
し
て
サ
ヌ

カ
イ
ト
（
讃
岐
石
）
を
も
と
め
て
人
々
は
二

上
山
を
め
ざ
し
た
石
の
道
と
し
て 

・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終
着
点
に
向
か
う
最
終

行
程
と
し
て
、
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
の
文

化
が
も
た
ら
さ
れ
た
文
化
の
道
と
し
て 

・
聖
徳
太
子
信
仰
の
中
心
地
・
叡
福
寺
参

り
、
大
峰
高
野
・
熊
野
・
伊
勢
へ
の
参
詣
、

西
国
三
十
三
カ
所
巡
礼
の
信
仰
の
道
と
し
て 

・
大
和
と
河
内
を
往
来
す
る
商
人
た
ち
に
よ

る
物
資
交
流
の
経
済
の
道
と
し
て 

 

こ
の
道
が
長
い
時
代
を
経
て
、
「
竹
内
街

道
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

竹
内
街
道
は
、
堺
市
の
大
小
路
か
ら
奈
良
県

葛
城
市
の
長
尾
神
社
に
至
る
全
長
約3

0
k
m

の
街
道
で
、
日
本
書
紀
に
「
推
古
天
皇
二
一

年
（
六
一
三
年
） 

難
波
ヨ
リ
京
（
飛
鳥
）

ニ
至
ル
大
道
ヲ
置
ク
」
と
記
さ
れ
た
わ
が
国

最
古
の
国
道
に
あ
た
り
ま
す
。
古
来
か
ら
歴

史
の
表
舞
台
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。 

 

こ
の
竹
内
街
道
は
、
奈
良
盆
地
を
東
西
に

横
切
る
横
大
路
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
藤
原

京
に
京
が
移
さ
れ
て
か
ら
も
積
極
的
に
使
わ

れ
、
遣
隋
使
の
小
野
妹
子
や
外
国
の
使
節
団

も
こ
の
道
を
通
り
ま
し
た
。
ま
た
難
波
の
港

に
着
い
た
最
新
の
文
化
や
技
術
も
、
こ
の
道

を
通
っ
て
飛
鳥
（
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終
点

地
）
へ
運
ば
れ
、
「
外
交
の
道
」
と
し
て
栄

え
ま
し
た
。
ま
た
、
聖
徳
太
子
信
仰
が
盛
ん

に
な
る
に
つ
れ
て
、
街
道
沿
い
に
あ
る
聖
徳

太
子
御
廟
や
そ
れ
を
守
る
叡
福
寺
が
霊
場
と

な
り
、
「
信
仰
の
道
」
と
し
て
も
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

江
戸
時
代
に
は
、
お
伊
勢
参
り
、
大
峰

詣
、
當
麻
詣
な
ど
が
盛
ん
に
な
り
、
「
宗
教

の
道
」
と
し
て
街
道
沿
い
に
は
道
標
が
建
て

ら
れ
、
旅
籠
や
茶
店
な
ど
が
軒
を
連
ね
ま
し

た
。 

 

明
治
に
は
、
大
阪
南
部
が
堺
県
と
な
り
、

や
が
て
堺
県
が
奈
良
県
を
併
合
す
る
と
物
資

を
運
ぶ
「
経
済
の
道
」
と
し
て
、
街
道
の
重

要
性
が
増
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
竹

内
峠
で
は
大
改
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

記
念
碑
が
今
も
峠
の
旧
道
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

時
代
と
と
も
に
役
割
を
変
え
姿
を
変
え
て

き
た
竹
内
街
道
。
そ
う
し
た
う
つ
ろ
い
の
な

か
で
、
旧
道
沿
い
に
残
る
道
し
る
べ
や
伊
勢

灯
籠
な
ど
が
今
も
か
つ
て
の
街
道
の
に
ぎ
わ

い
を
伝
え
て
い
ま
す
。
（
太
子
町
観
光
・
ま

ち
づ
く
り
協
会H

P

よ
り
） 

 本日７時、「伊勢徒歩旅行2019」の参加者２０名と引率教員７名が、伊勢神宮(内宮）を目指して学校を出

発しました。「伊勢徒歩旅行」は、隔年実施で今回、１５回目を迎えます。東大阪大学柏高等学校から伊勢

神宮（内宮）までの約１３０㎞を、４日間かけ歩き続けます。今日の交通の発達した時代だからこそ、遠い

昔の人たちの生活を偲びながら、ゆっくりと歩むことも大事なことであると思います。道中に出会う人たち

とのふれあいの場面もあったり、ひたすら歩くことの“しんどさ”や“辛さ”の中で、仲間との関りや自分

と向き合うことをとおして、一段と人間的に成長してくれるものと思います。 

この記事は、東大阪大学柏原高等学校のtwitterから編集して紹介しています。 

１日目（12/19（木）） 

≪行 程≫ 大阪府（学校） ⇨ 奈良県（宇陀市） 

 学校 ⇨ 外環環状 ⇨ 大和川 ⇨ 石川 ⇨ 竹内街道(国道１６６号)   ⇨ 昼

食：かもん（尺土店） ⇨ 国道１６５号 ⇨ 八木(橿原市) ⇨ 桜井 ⇨ ローソン桜

井脇本店（送迎バス） ⇨ 榛原「美榛苑」  

◎生徒会です。今日から4日間、学校から伊勢神宮までの130キロを、２０人の生徒と７人の教員で歩

いていく伊勢徒歩旅行が始まります。7:00に集合、無事出発しました。22日までの日程で伊勢神宮を

目指して歩きます。このイベントは2年ごとに実施しており、今回で15回を数えます。 

◎伊勢徒歩隊は予定通りに進んでいます。午前中、足のつった生徒がいましたが、もう元気に歩いて

います。途中、今回参加していない生徒の保護者の方が応援に来てくれました！ おいしい昼食を食

べ、今日のゴールまで頑張ります。 

◎伊勢徒歩旅行1日目、無事終了しました。とても疲れたけど、温泉に入って、みんなで鍋をつつい

て、明日も頑張ります。 途中で体育科の先生方が応援に来てくださいました。 

２日目（12/20（金）） 

≪行 程≫ 奈良県（宇陀市） ⇨ 三重県（伊賀市） 

 榛原「美榛苑」 ⇨ （送迎バス） ⇨ 道の駅「宇陀路室生」 ⇨ 

初瀬街道（国道１６５号） ⇨ 昼食：丸亀製麺（名張店） ⇨ 初瀬街

道（国道１６５号）⇨ 「青山コテージ」 

◎朝６：３０起床。昨日の疲れも残っていますが、朝食バイキングでしっかり食

べて、みんなでストレッチをして、出発しました。 今日は、奈良県から三重県に

向かいます。山越えが続くけれど、力を合わせて頑張ります。 

◎二日目の宿舎に無事到着しました。長い登り坂、足が悲鳴を上げていますが、

必死に歩き切りました。今夜は早めのクリスマスパーティーです。２０人の先生

達から２０人の生徒にプレゼント！ どれを選ぶか迷いますね^_^大いに盛り上がり

ました。三日目は１番長い距離です。気持ちをあげて行きましょう！！ 

大阪府から奈良県を超え、

三重県に入りました。 

１
日
目
の
宿
舎
「
美
榛
苑
」
到

着 

応
援
に
駆
け
付
け
た
先
生

方
と
全
員
そ
ろ
っ
て
記
念
写
真 

２日目の朝食 しっかり

食べて出発します。 

午前７時、伊勢徒歩旅行参加者全員

での記念写真。全員が完歩できるこ

とを祈願 

一
日
目
の
昼
食 
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２
日
目
：
青
山
コ
テ
ー
ジ 

青
山
町 

伊勢神宮（内宮） 

⛩ 

⛩ 

伊勢神宮（外宮） 

国
道1

6
5

号(

初
瀬
街
道)  

３
日
目
：
ホ
テ
ル
エ
コ
ノ
多
気 

伊
賀
神
戸 

伊
勢
中
川 

宮
川 

 

初
瀬
（
は
せ
）
街
道
の
概
要 

 

京
・
大
和
方
面
と
伊
勢
を
結
ぶ
初
瀬
街
道
の
全
長
は
約
十

四
里
十
七
町
。
現
在
の
松
阪
市
六
軒
か
ら
青
山
峠
を
越
え
、

名
張
を
経
て
初
瀬
へ
と
至
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
あ
る
。 

 

現
在
の
国
道1

6
5

号
、
あ
る
い
は
近
鉄
大
阪
線
に
近
い

ル
ー
ト
を
通
る
こ
の
道
は
、
古
く
は
「
青
山
越
」
「
阿
保

越
」
、
参
宮
表
街
道
、
参
宮
北
街
道
と
も
呼
ば
れ
、
古
代
に

は
壬
申
の
乱
の
際
、
大
海
人
皇
子
が
名
張
に
至
っ
た
道
で
あ

り
、
ま
た
天
皇
に
代
わ
っ
て
伊
勢
神
宮
の
天
照
大
神
に
仕
え

た
斎
王
が
伊
勢
へ
と
赴
い
た
道
で
あ
る
。 

 

飛
鳥
時
代
、
藤
原
京
時
代
に
は
、
大
和
と
伊
勢
神
宮
を
結

ぶ
伊
勢
路
の
北
路
と
な
り
、
平
城
遷
都
以
後
も
奈
良
と
伊
勢

を
結
ぶ
幹
線
道
路
で
あ
っ
た
。 

 

平
安
遷
都
以
後
、
平
安
京
か
ら
鈴
鹿
越
え
で
伊
勢
に
向
か

う
官
道
が
で
き
、
ま
た
、
伊
勢
国
司
・
北
畠
氏
が
拠
点
を
置

い
た
伊
勢
本
街
道
な
ど
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
初
瀬
街
道
は
一
時
衰
退
し
た
が
、
伊
勢
参
宮
や
伊
勢
か

ら
の
初
瀬
詣
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
険
し
い
山
道
の
多
い

伊
勢
本
街
道
よ
り
も
比
較
的
平
坦
な
初
瀬
街
道
が
利
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
中
期
か
ら
明
治
初
期
が
最
も
賑
わ
っ

た
と
い
う
。 

 

当
時
、
参
宮
客
は
初
瀬
で
一
泊
し
、
青
山
峠
の
麓
の
伊
勢

地
宿
（
伊
賀
市
）
で
さ
ら
に
一
泊
、
翌
日
は
二
本
木
（
津
市

白
山
町
）
で
昼
食
を
取
り
、
六
軒
で
三
泊
目
。
大
阪
方
面
か

ら
伊
勢
へ
は
片
道
４
〜
５
日
の
旅
で
あ
っ
た
。 

 

初
瀬
街
道
が
伊
勢
街
道
か
ら
分
岐
す
る
六
軒
は
、
伊
勢
音

頭
の
道
中
唄
で
、
「
明
日
は
お
立
ち
か
お
名
残
惜
し
や
六
軒

茶
屋
ま
で
送
り
ま
し
ょ
う
。
六
軒
茶
屋
の
曲
が
り
と
で
も
み

じ
の
よ
う
な
手
を
つ
い
て
…
」
と
歌
わ
れ
、
青
山
峠
の
麓
の

垣
内
宿
で
は
、
「
青
山
峠
の
ふ
も
と
の
八
重
坂
ま
で
な
り
と

お
く
り
ま
し
ょ
う
。
も
み
じ
の
よ
う
な
手
を
つ
い
て
（
略
）

青
山
峠
を
越
す
と
き
に
、
三
つ
つ
ぶ
の
雨
で
も
降
っ
た
な

ら
、
私
の
涙
と
思
う
て
ん
か
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
道

中
伊
勢
音
頭
か
ら
も
多
く
の
参
宮
の
旅
人
が
行
き
交
っ
た
当

時
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
「
三
重
県

環
境
生
活
部
文
化
振
興
課
」
が
作
成
し
て
い
る
「
み
え
歴
史

街
道
（
初
瀬
街
道
）
」H

P

よ
り
） 

東大阪大学柏原高等学校 

約１３０㎞を４日間かけ 徒歩で踏破 

３日目（12/2１（土）） 

≪行 程≫ 三重県(伊賀市) ⇨ (多気町) 

 青山コテージ  ⇨ 白山町公民館  ⇨ 

県道１５号 ⇨ 一志町 ⇨ 昼食：ガス

ト（一志嬉野店） ⇨ 嬉野町 ⇨ 大黒

田町   ⇨ 県道１６０号 ⇨ 「ホテ

ルエコノ多気」 

◎青山高原の朝は２℃。昨日は英気を養ったの

で、今日は皆元気に歩き出しました.。朝のごは

んや途中のおやつももりもり食べています。 

◎朝の出発は一緒だったのですが、元気な生徒と

足が痛い生徒の間で差がつき始めました。それで

も、テーピングやマッサージをしてもらいながら

懸命に歩いています。子どもさんと応援に来てく

れた先生。かわいい応援に癒されます。 

◎３日目、ついに全員ゴールしました。最終組は

本当に痛そう。辛そう。涙が出てきそう。でも、

仲間と先生の励ましがあって感動のゴールです。

先頭から２時間遅れたけれど、その分「伊勢徒

歩」を味わっているのですよね。良かった！ 

明日は伊勢です。 

青
山
高
原 

４日目（12/22（日）） 

≪行 程≫ 三重県（多気町） ⇨ 伊勢神宮 

「ホテルエコノ多気」 ⇨ ファミリーマート「たまき野篠

店」 ⇨ 県道１３号 ⇨ 県道３７号 ⇨ 伊勢市 ⇨ 

伊勢神宮（内宮） ⇨ 内宮参拝（ゴール） 

⇨昼食：おかげ横丁（自由昼食）⇨…(近鉄)…学校 

◎伊勢徒歩旅行４日目。順次スタートしています。昨日の最

終組の担当教員から「もう無理かな、と思っても彼らは絶対

にリタイアすると言わない。だから僕も絶対に伊勢まで連れ

て行きます」と聞きました。彼らはさっき自分でしっかり歩

いて出て行きました。 

◎ついに伊勢神宮内宮に到着！ 元気に全員でゴールする事が

できました！  これからお参りをして、おかげ横丁で昼食で

す。お土産を買って、学校に戻ります。 

◎学校に戻ってきました。最後に完歩賞の表彰があり、今回

の旅行も無事終了しました。 とても長くて、あっという間

だったこの4日間。彼らの心にどのようなものを残したので

しょうか？ 

 伊勢徒歩旅行にご協力、また応援してくださった全ての方に感

謝いたします。わたくしたち教員は生徒を支えてると思っていま

したが、彼らの努力と笑顔に、反対に支えられていたのだと、今

感じています。ここまで、拙いツイートにお付き合い頂きまして

ありがとうございました。      （生徒会係 山口先生） 

ゴールの伊勢神宮(内宮)に

無事到着。全員完歩しまし

た。全員での集合写真 

伊勢神宮参拝へ 

４
日
目
、
伊
勢
神
宮
め
ざ
し
出

発
で
す
。 

村元先生が、子どもさんと一緒に応

援に来られました。 

３
日
目
に
も
な
る
と
、
だ
い
ぶ
疲

労
が
た
ま
っ
て
い
る
様
子
。
先
頭

と
の
差
も
あ
い
た
け
れ
ど
、
み
ん

な
の
支
え
で
全
員
ゴ
ー
ル
！
感
動 

２日目の夜は、少し早いクリスマスパーティー。バーベキューで

明日への英気を養い、先生たちからのクリスマスプレゼントに一

喜一憂。大変盛り上がりました。 

(左)ｸﾘｽﾏｽﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄの山  (上)バーベキュー(焼肉) 

伊勢徒歩旅行の完歩の決意を新

たに  乾杯！！ 

多
気
町
相
可 
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＊家では煮込みハンバーグを作

りませんでしたが、お店で食べ

るような味でとても美味しかっ

たです。タマネギのみじん切り

も手際よく細かく刻んでいて、

ハンバーグを口に入れた時に歯

にあたってゴロゴロせず、滑ら

かな触感でした。一人でここま

で作れるようになったのかと感

心しました。 

＊我が家は白みそのお雑煮で

す。出汁の風味と白みその甘味

のバランスがとても良く、美味

しかったです。大根、人参、牛

蒡を丁寧に切っていました。初

め、同じ大きさ、幅に合わせる

の苦労していましたが、すぐに

コツをつかんで手早くなりまし

た。 

＊豚肉の生姜焼きは、バラ肉を

使ったのでかなりジューシーでし

たが、油の旨味を感じられる味で

した。付け合わせの千切りキャベ

ツも細かく切れていました。けん

ちん汁は、初めて家で作ったもの

を食べました。野菜の味がすごく

感じられる薄味でとても美味し

かったです。いえでも、これから

作って生きたいです。 

＊鶏肉の代わりにタコを入れて

作ってくれました。けんちん汁

と食材の切り方が違うので、確

認しながら切っていました。レ

シピどおりの調味料を入れても

少し味が薄かったので、炊き上

がり後に少し調整して、とても

美味しくなりました。 

炊き込みご飯 

豚肉の生姜焼き＆けんちん汁 

お雑煮 

炊き込みご飯 

ナンプラーなます 

＊ＴＶで消化されているのを見

て、お店でナンプラーを購入し

挑戦してくれました。 

 いつもと違うエスニック風に

なって美味しかったです。金時

人参を作ったので、赤い色が生

えてキレイでした。 

       （写真が残念） 

＊初めて作ったけれども、これま

で学校等で学んだ成果？！か、手

際よく、卵を割る、混ぜる、小麦

粉を合わせる、型に流し込む等の

作業を進めていました。 

 味は、お店で食べたようなふっ

くら感と甘みでおいしかったで

す。 

＊栗きんとんは、茹でたさつま芋

を裏ごしすることで口当たりが良

くなることを実感したと思いま

す。田づくりは、パチっと折れる

まで乾煎りを焦がさないようにす

るのは大変そうでした。ナッツが

入っていておいしかったです。 

なますは切る食材が多くてよく頑

張ってくれました。ゆずの風味が

バッチリでした。 

＊家にある食材で作ってくれまし

た。 

 生クリームの代わりに水気を

切ったヨーグルトとイチゴジャム

のクリームは甘酸っぱくてあっさ

りとした味でした。 

 クレープ生地もモチモチで、す

ごくきれいに焼けていました。 

バナナケーキ 

栗きんとん、田づくり＆七福神なます 

苺ヨーグルトのミルクレープ 

 今年度、新たに開設した調理コース。冬休みの課題は、正月にちなみ「おせち料

理」等を自作し、保護者に試食してもらい感想を書いてもらうというものでした。そ

の中から、ある生徒の提出課題を紹介します。 

 おせち料理以外にも、様々な工夫をしてケーキや生姜焼き、炊き込みご飯等を試作

しています。見ているだけでお腹がグーグー言い出しそうな料理ばかりです。コメン

トはお母さんが書かれています。すごく上手に書けていて、料理の味や触感が伝わっ

てきます。TV出演者の「食リポ」に負けず劣らずの出来と言っても良いと思いますの

で、コメントを原文のまま掲載させていただきました。 

＊【冬休みの課題を終えての感想】 

・新年が始まるタイミングで複数の来客があり、身内以外にも料理を振舞うことができた

のは、良い経験になった。（本人感想） 

・プリンターの不調で写真の色合いが今一ですが、実物はとても美味しそうなビジュアル

です（保護者コメント） 
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★ 

編 

集 

後 

記 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

昨
年
６
月
の
「
村
上
学
園
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
創
刊

以
来
、
今
回
で
第
６
号
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

も
学
園
内
の
様
々
な
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
を
、
紙
面
と
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昨

年
に
引
き
続
き
今
年
も
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
号
は
伊
勢
徒
歩
旅
行
を
特
集
し
て

い
ま
す
。
東
大
阪
大
学
柏
原
高
等
学
校
よ
り
伊

勢
神
宮
（
内
宮
）
ま
で
の
約
１
３
０
㎞
を
４
日

間
か
け
て
徒
歩
で
踏
破
す
る
も
の
で
す
。
完
歩

す
る
こ
と
に
よ
る
心
身
の
成
長
に
は
大
き
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
二
年
に
一
度
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
す
が
、
企
画
運
営
す
る
生
徒
会
の
先
生
方

の
苦
労
も
大
変
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
気
苦

労
も
多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
是

非
継
続
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
生
徒
た
ち

に
負
け
な
い
よ
う
「
村
上

学
園
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
を
発
刊

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。  

 
(

編
集
者 

寺 

川 

誠)  

掘り（１０/３０）                                   

 １０月３０日、キッズファームでさつまいも掘りを体験し、たくさんのさつまいもを収穫することができました。園児たちは、芋づるにたくさんのさつまい

もが連なっているのが印象的だったのか、次々に出てくるお芋が印象に残っているのか、各自の思い出をお絵かきしました。製作後、全員分をエントランスの

壁面に掲示し来園者に見ていただいています。 

 また、収穫したさつまいもはさつまいも汁にして保護者や園児にふるまわれました。さつまいもは甘く、味噌とよく合い大変おいしかったです。 

さつまいも掘りをする園児 さつまいも汁を食べる参加者 

（11/26） 

 １１月２６日（火）、キッズファームで大きく育っ

た大根を抜きました。太い大根や少しほっそりしたも

のいろんな形があるけれど、一所懸命抜きました。抜

いた大根を思い浮かべ、お顔を描いてみました。いろ

んなお顔が出来上がりました。 

 あれれ、てんとう虫さんも大根が大好きなのかな？ 

エントランス壁面を彩る「だいこん」の顔！顔！顔！ 

どの顔も個性があってしっかり描けています。すごいね 


